
資料１-１

令 和 5 年 ( 2 0 2 3 年 ) 8 月 1 8 日

八 王 子 市 社 会 福 祉 審 議 会

高 齢 者 福 祉 専 門 分 科 会

高 齢 者 福 祉 課

令和５年度第２回地域ケア推進会議

「重度化防止・自立支援型の地域包括ケアシステムの充実に向けて」
「まとめ」～自分の力で自分らしい暮らしを続けられる人を増やすため 地域、行政、私（たち）ができること～
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「生活機能の低下が
みられる高齢者」
心身状態や生活環境
を把握するとともに、
適切な支援へのつな
ぎや介護予防に関す
る情報提供を行い、
少しでも長く健康を
維持できるようにす
ることが必要である。

これまでの振り返り
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短期集中予防サービスの事業運営上の課題

介護予防ケアマネジメント
・望む暮らしの実現を支える「自立支援型ケアプラン」

・高齢者が主体的に介護予防に取り組むことを支援
（セルフマネジメント）

・高齢者の地域との接点・地域参加を増やす視点

短期集中予防サービス（3-6ヶ月）
通所C（心身・暮らし） ・ 訪問C（食生活）

・望む暮らしの再獲得に向けた、リハビリ職・栄養士による、
気持ちと活動を引き出す動機づけ面談
（個々人の“やりたいこと”を再び出来るようにする
オーダーメイド支援）

生活支援コーディネーター

・高齢者のニーズ（社会参加・生活支援）と
地域資源とのマッチング

・地域資源の発掘・活性化

入口

「出口」の課題

・個々人の望む暮らしを引き出す

・セルフマネジメントの定着

・社会参加（就労的活動含む）への
マッチング

連動

出口

自立支援型地域ケア会議など

「入口」の課題

・基本チェックリストの推進
＝早い段階でのリエイブルメント

・包括・ケアマネとリハビリ職・栄養士・
歯科衛生士の連携
（高齢者宅への同行訪問等）
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令和3年度自立支援型地域ケア会議から見えた課題

（１）よくある困った事例

・閉じこもりがちで意欲低下のある人

・痛みと共存する人

・コロナ不安から不活発になっている人

・家事が億劫な一人暮らしの人（食事の不摂生）

（２）通所C終了後の支援

・不安からサービス卒業を拒否する人
・通所Ｃ終了後の閉じこもり、意欲低下
・軽度認知症の人の通所Ｃ終了後の支援

（３）本人の望む生活、生きがいのある生活の実現

・コルセットをしないでよい生活

・自家用車の運転を継続したい

・難病があっても楽しみを持つ

(４）自立支援・重度化防止推進のための
意識啓発・ツール開発

・地域住民、ケアマネへの周知、啓発
・セルフマネジメントツールの開発、普及
・自立支援型地域ケア会議の標準化
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自立支援型地域ケア会議の役割
八王子市高齢者計画・

第８期介護保険事業計画より

自立可能性を

専門職が評価

自信・体力を取

り戻し、暮らしを

守る方法を身に

つける

様々な専門職や

地域人材の力

で自立を阻む課

題の解決を目指

す。

事業の改善ポイントや

新たに必要なことを提案

様々な立場で、

「私達にできること」を検討。

5



6

知識・興味・関心がない 知識・興味・関心はあるけれど・・・ 知らない・気が付かない 理解・協力がない・できない 通いの場等に行けない・行かない 交流の機会を望まない・機会がない

知らない、気が付かない 恥ずかしい、自分から言い出せない 知識がない サービスを利用することに反対する 遠い 他人と関わりたくない

知識がない 他人の世話になりたくない 何が問題なのかわからない 問題を先送りにする 一人では通えない 他人に干渉しない

何が問題なのかわからない 迷惑をかけたくない 包括を知らない 他人任せにする お金がない 近所づきあいを望まない

包括を知らない 家族のいうことは聞けない リエイブルメントセンターを知らない 支援を拒否する 自分に合うサービスがない 高齢者に声を掛けづらい・機会がない

リエイブルメントセンターを知らない 市の事業を利用することに抵抗がある 同居でも大きな支障がないと気が付かない 地域での交流の機会が減っている

意欲がもてない 老いを認めたくない
別居だと気が付きにくい、独居だと日常の世話が
できない

町会やサロンの担い手が少ない

希望がもてない、あきらめている 問題を先送りにしている
自分の伴侶、親が老いると思っていない、認めがた
い

気軽に相談できる相手がいない

面倒くさい
まち全体で健康づくりや介護予防に取組む機運が
ない

日々の生活で精いっぱい

本人・

家族

地域
（町会・民生委

員・サロン・自

主サークル等）

包括

ケアマネ

等

介護専門職

行政

医療機

関等

企業等

～　自　分　の　力　で　自　分　ら　し　い　暮　ら　し　を　続　け　ら　れ　る　人　を　増　や　す　た　め　、　地　域　、　行　政　、　私　（　た　ち　）　が　で　き　る　こ　と　～

令和5年度(2023年度）第2回地域ケア推進会議　令和5年(2023年）8月18日

入
　
口
　
支
　
援
　
課
　
題

本人要因 家族要因 環境的・地域的要因

フレイル予防について医師

会の協力や企業の産業医

の協力を得る

薬局の薬袋に健康に関わ

る情報チラシを入れて、情

報提供の機会を拡充拡

大する

令和５年( 2023年)５月19日

身近な相談窓口として、高

齢者あんしん相談セン

ター、はちまるサポートの

認知度を高める。

定期健診での

フレイル予防

への具体的な

アドバイス

定期健診時に

体力測定値等

を数値化、記録

化する

高齢者が多く来

院する病院や薬

局には、介護予防

啓発ポスターや情

報提供パンフレッ

トを置く

知りたい情報が

タイムリーに手

に入る、参加し

たいイベントに

参加できるよう

情報が届く

家族や地域を含

めた健康フェスタ

等のイベント開催

医師からのフレイ

ル状態への助言や

リエイブルメント事

業等への案内
医師や歯科医師

のフレイルや介護

予防に対する意

識を高める

同年代の人同士

の交流を増やす。

地域包括支援センター

の出張窓口を設ける。

地域の中心人物が情報屋

を見出し、そこから必要な

情報や人脈につなぐ。

町会の掲示板や

回覧板の活用

（ポスター等で

目につきやすく

表示）。

役に立つ情報交

換や気づきの場

となるイベントの

開催。

【ケアマネジャー等介護事業より】

介護事業者は、自分のサービス事業以外の

ことにも視野を広げるよう意識を高める。

体力測定会で自分の体力

や生活状況を知る、知って

もらう。

SNS等を活用し

た情報発信。
家族や地域を

含めたイベント

を実施する。

子供会とのタイアッ

プで地域交流を深

めることで、地域の

担い手を育てる。

産業医、企業医の協

力により、生活習慣

病予防や予防家族

介護の相談から介

護予防について情

報提供や相談対応

を行う。

【児童・民生委員より】

民生委員の高齢者の実態調査結果から高

齢者の生活を知ってもらいたい。

SNSで情報収

集する。スマホ

の有効活用をす

る。

町会の行事や集まり

でも介護予防等の情

報を積極的に発信す

る。地域祭りや行事

でお知らせを配る。

昔の話をする

と興味を持つ

人が多い。

参加するとポイ

ントがつくイン

センティブのし

くみづくり。

参加したくなる

ような楽しいイ

ベント開催。

コンビニや

スーパー、薬局

でチラシを配

障害者雇用に

ついてインセン

ティブをつくっ

ていく。

高齢者がスマホ

やパソコンに馴

染めるような講

座企画。

（1）【行政・地域包括支援センター他】
繰り返し介護予防、自立支援について普及啓発を行う

（2）【地域他】
高齢者に情報が届くようお知らせ方法に配慮する。

高齢者がSNSやPCに馴染めるようサポートする。

（3）【地域・行政・企業他】
多世代交流、まち全体で健康づくりや介護予防に取組む機運づくり

（5）【医療機関他】 医師、歯科医師、産業医、薬局などの協力によりフレイル予防を進めていく

（4）【企業他】
民間活力、企業や学校と連携したイベントの開催や広報活動



メンタルサポート 身体機能回復 継続意欲 生活習慣化 居場所・環境　 目標・つながり

楽しいという心理が働かなかった 身体機能回復の実感が持てない
家族や仲間の協力が継続の助けにつなが
る

生活習慣化の未達、この先の見通しが見え
ないまま短期集中プログラム終了となるこ
とが不安につながっている

環境に馴染めなかった
「写真を撮りに出かけられるようになりた
い」など具体的な目標設定があるとよい

精神的満足感が得られなかった
身体機能回復データや取組成果の見える
化ができると励みにつながる

新しい知識の習得や気づきがあると継続
の意欲につながる

習慣化までのアフターフォローの仕組みが
不足

居場所が見つけられなかった やりがいが見いだせない

続ける気持ちになれない 表彰制度があると継続意欲につながる 習慣化するための具体的提案が不十分
孤立させない、一人にさせないことが何よ
り大事

やることが明確化されていない、わからな
い

自信・意欲を持たせる支援が継続につなが
る

一人ひとりの好きなこと、やりたいことが
見つかる魅力定なリエイブルメントメ
ニューの提示

特に独居の場合には食事リズムや栄養バ
ランスが崩れがち

地域への関心が薄い
支える側から少しでも支える側への役割が
得られるとよい

その人の思いを十分に引き出した上での
個別的支援プログラム設定が重要

プログラムが医療・健康分野に偏りがあり
つまらない

個別ではなく、レベルの合う仲間同士少人
数性で卒業後の一緒にグループ活動でき
るとその後の活動継続につながりやすい

フレイル状態になる以前の地域全体へのア
プローチが必要なのではないか

サポーター人数の不足
短期集中プログラムスタート時から卒業後
を想定したチーム編成や意識啓発をするこ
とで活動の習慣化を目指す

卒業後も専門職に相談できる機会や場の
提供があると継続意欲につながる

～　自　分　の　力　で　自　分　ら　し　い　暮　ら　し　を　続　け　ら　れ　る　人　を　増　や　す　た　め　、　地　域　、　行　政　、　私　（　た　ち　）　が　で　き　る　こ　と　～

令和5年度(2023年度）第2回地域ケア推進会議　令和5年(2023年）8月18日

出
　
口
　
支
　
援
　
課
　
題

再自立した人が健康な状態を維持し続けるための課題
心と身体機能の変化 継続・習慣化 役割・仲間の再獲得

本人

情報

多様な
担い手

地域

仲間

行動

変容

身体的

回復

心理的

変化

行動

変容

身体的

回復

心理的

変化
本人

自分の気持ちを

表出できる場を

つくる

元気な人、フレイ

ル、障害、認知、

家族など、すべ

ての人がそれぞ

れの意見を反映

した相談機関等

のマップづくりを

する

外出する目的と

なるコミュニティ

の場をつくる

ラジオ体操

参加者同士の交

流、語らいの場

継続することの

価値感

通所C卒業後も継

続して運動できる

施設がほしい

自立後の生活支

援の輪がででき

るとよい

心身機能、楽し

み、役割の何が

欠如しているの

か専門職が評価

自分の体調を表

出できる場を見

つける

地域のサポー

ター人財の育成

をする

シームレスなリ

ハビリ（通所Ｃを

卒業しても途切

れることなく継

続できる）

一緒にプログラ

ムを受けた人同

士で継続、習慣

化を助け合う、

自助グループ

(ピアサポート）

継続。習慣化、

小さな行動、小

さな変化の積み

重ね、継続する

ことの価値

導入時の本人と

の合意形成

焦らずじっくり取

り組む

母子手帳の高齢

者版（心身機能、

健康状態等の記

録）

気軽に通所Cに

行っていたよう

なリハビリを継

続できるような

環境づくり。場を

しては小学校や

公園等の既存の

場の活用。

仕事のあっせん

を基幹型包括と

して運営

てくポデータ連

携支援

てくポにカルテ

化+ポータル化

やりがい、役割、

社会参加、見学、

不安の解消

市民センターで

派手に宴席を催

す
孤立感をなくすよ

う地域で支える

アフターフォロー、

グループ活動、

次のステップへ

地区別軽運動会

男性の外出を促

すことを目的に

特化したプログ

ラムを組む

再見学、一日体

験、馴染める居

場所づくり

3か月、6か月

12か月の終了

後の評価を専門

職がする

ポイント付与、修

了証を渡すなど

プログラム内容

を魅力あるもの

に設定する

外食による外出

サポート

卒業後に自立し

た状態を継続す

るには仲間同士

でお互いに褒め

合う、励まし合う

といった助け合

いが必要

改善できたこと

の見える化(項

目・データ）

フレイルになった

原因を本人と一

緒に探る

本人

心身機能の回復

データの提示・

丁寧な説明、確

認、評価

本人の希望・要

望プログラムに

設定する

通所Cなどサー

ビスを卒業した

人を活動の場を

マッチングする

仕組み（てくポと

の連携は）

現在、てくポユー

ザーはは要介護

にない方である

が、将来、要介

護となり支援が

必要となったと

きに支援の面で

もてくポを二段

階で有効活用で

きるとよい。

再自立につなが

るプログラムを

社会参加につな

がるプログラム

にする。

居場所、同じ時

期、同じ仲間

通所Cで仲間づ

くりができるよう

な機会をサービ

スのメニューの

中で作れるとよ

い

再自立した人を

リスト化し、通所

卒業後のフォ

ローを容易にす

る

（２）【リハビリ専門職・ＳＣ・包括】
プログラム中からの仲間づくりや地域とのつながりづくり

（5）【民間企業・地域団体・ＳＣ・包括他】
やや体力が落ちている方でも社会参加しやすい場を増やす

（３）【行政・ＳＣ・包括・地域・家族他】
卒業後の継続的な体力維持につながる場の整備

（４）【行政・民間企業・地域団体・ＳＣ・包括】
やや体力が落ちている方への様々な支援

（1）【行政・リハビリ専門職】
プログラムそのものの改善や好事例の共有
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事業・施策 指標 アウトカム④ 指標 アウトカム③ 指標

多
様
な
生
活
支
援
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
支
援
や
見
守
り
が
、
多
様
な
主
体
か
ら
提
供
さ
れ
て
い
る

幅広い地域資源の情報が
集約されている

指標

民間企業等による多様な
支援・サービスがある

指標

Ｃ
10

【C11後掲】高齢者の希望
に応じた通いの場に参加
している

【C15後掲】ケアマネジャー
による保険外サービス活用

困っている人と支える人・
企業等とのコーディネート
が効果的に行われている

指標

地域の困りごとをビジネス
の種として活かしていく
きっかけが増えている

指標

SCの活動及びサポート体制に関
する検討？

指標

【C09再掲】相談場所の周知 指標

企業による支援情報の発信（人生
100年サポートブックなど）

指標

てくポ（ウェルネスPF） 指標

SCの活動及びサポート体制に関
する検討？

指標

就労的支援コーディネーター活用 指標

【Ｃ11後掲】高齢者の収入を伴う活
動促進

地域ケア会議における支援・サー
ビスの検討

指標

地域住民・団体による多
様な支援・サービスがあ
る

指標

状態に応じた移動支援や
移動しやすい環境整備に
より、望む暮らしが実現
できている

指標

地域の人や団体が高齢者
のニーズを知っている

指標

地域の移動支援の提供体
制が整っている

指標

公共交通の整備
バリアフリーのまちづくり

訪問Ｂ 指標

総合的な移動困難者対策に向けた
検討

指標

訪問B

ICTを使ったジョブ・ボラマッチン
グ に向けた検討

SC・協議体

住民への普及啓発

生活支援の担い手研修

通所B・訪問B

地域づくり

てくポ

指標

指標

指標

指標

指標

指標

指標

指標

SCによる民間企業の巻き込み 指標

高齢者や家族、専門職が
ニーズに合った地域資源
を探しやすくなっている

指標

様々な支援・サービスの情
報が、高齢者やその支援者
にわかりやすく届いている。

指標

地域の介護保険施設等に
よる支援

指標

民間主導の新たな移動支援手法の
検討？

指標

地域包括ケア情報サイト 指標

福祉分野以外の持つ情報の活用や
連携に向けた検討

指標

高齢者にとって、市場サー
ビスの活用という選択肢
が身近になっている。

指標

（産業部門）ソーシャルビジネス・コ
ミュニティビジネス育成？

指標

【再掲】様々な支援・サービスの情報
がわかりやすく届いている。

【C16後掲】EBPMプラットフォーム
（市場サービスの効果検証）

介護施設等による地域貢献の促進
に向けた検討

指標

高齢者を支える人や団体
が活動しやすくなっている

指標

住民が地域の課題解決に
関わるきっかけがある

指標

状態や好みに合わせて活動の場・
支援を探せる支援者向け媒体？

指標

【行政・民間企業・地域団体・ＳＣ・包括】
やや体力が落ちている方への様々な支援
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出口（４）



事業・施策 指標 アウトカム④ 指標 アウトカム③ 指標

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
趣
味
に
合
わ
せ
て
、
就
労
や
地
域
活
動
な
ど
の
社
会
参
加
を
行
っ
て
い
る

民間企業が、高齢者に居
場所や集いの場を提供し
ている

指標

普及啓発 指標

Ｃ
11

日常的に行く場所がある 指標

高齢者の希望や個性に
合わせて、役割・居場所を
感じられるような場があ
る

指標

高齢者の希望に合わせた、
趣味・教養・交流の場があ
る

指標

高齢者の希望や
個性に合わせた
就労機会がある

指標

高齢者に合った地域活動
の場が多く存在する

指標

地域に多様な通いの場が
ある

指標

図書館、スポーツ施設等の他の
公共施設

指標

イベントなど 指標

ICTを活用したジョブ・ボラマッ
チングに関する研究事業

指標

（イノベプラン）高齢者が就労し
やすい環境づくりに向けた検討

指標

シルバー人材センター
ハローワーク

指標

「シニアの力」など、市内企業の
取り組みとの連携

指標

就労的活動支援コーディネー
ター

指標

高齢者活動コーディネートセン
ター

指標

ボランティアセンター 指標

サロン・シニアクラブ 指標

生活支援コーディネーターによ
る立ち上げ支援

指標

民間企業が提供する場の見える
化？

指標

高齢者向けのオンラインに関す
る研修

指標

講座（生涯学習含む） 指標

【Ｃ10再掲】
高齢者や家族、専門職が
ニーズに合った地域資源
を探しやすくなっている

指標
【C10再掲】SCによる民間企業
の巻き込み

指標

体力が低い人、外出に不
安・ためらいがある人で
も、自分に合ったやりが
いのある活動ができる。

指標

？ 指標

多くの住民が社会参加に
関心を持っている

指標

てくポ 指標

普及啓発 指標

【Ｃ10再掲】
移動支援

指標

地域に多様な趣味・教養
等の場がある

指標

【C08再掲】認知症の方
が社会参加できる場や資
源がある

指標

【民間企業・地域団体・ＳＣ・包括他】
やや体力が落ちている方でも社会参加しやすい場を増やす
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出口（5）



事業・施策 指標 アウトカム④ 指標 アウトカム③ 指標

住
民
が
介
護
予
防
に
資
す
る
活
動
に
取
り
組
み
、
要
支
援
・要
介
護
状
態
に
な
り
に
く
く
な
っ
て
い
る

身体活動、栄養、社会参
加の重要性や必要量が知
られている

指標

身体活動習慣が継続して
いる

指標

Ｃ
12

配送・配食等の生活支援サービ
ス

指標

自らの状態を知るための健診や
測定

指標

介護予防教室 指標

てくポ 指標

普及啓発・講座 指標

企業・店舗と連携した、栄養に関
する見守り？

指標

食ナビ訪問 指標

保健福祉・栄養・歯科相談 指標

【スポ振計画施策1-8】健康寿命を
延ばす運動が出来る環境の拡充

指標

てくポ 指標

普及啓発 体操・講座 指標

口腔リスク 早期支援事業 指標

歯と口腔・歯周病検診
（成人健診課）

指標

歯科受診の啓発 指標

身体活動等の習慣がつく 指標

シニア・プレシニアに
スポーツが普及している

指標

【C11再掲】高齢者の希望
に応じた通いの場に参加
している

指標

バランスの良い食事を摂
る習慣ができている。

指標

良好な栄養状態が保たれ
ている

指標

歯・口腔の健康が保たれ
ている

指標

多くの方の行動変容に
つながる、効果的なプロ
モーションやデータ活用
が行われている

指標

誰かと一緒に食事を楽し
む機会が増えている。

指標

通いの場へのアウトリーチ 指標

様々な場所で効果の高い
健康プログラムが実施さ
れている。

指標
通所B
健康づくりサポーターの活動

指標

通いの場等への、効果の確認さ
れたプログラムの導入支援？

指標

?
(誰でも食堂等の普及?)

指標

普及啓発 指標

職員や包括のヘルスプロ
モーション力が向上して
いる。

指標

【C17後掲】EBPMプ
ラットフォーム構築

指標

職員向け研修？ シティプロ
モーション支援員活用？

指標

【地域・行政・企業他】
多世代交流、まち全体で健康づくりや介護予防に取組む機運づくり

【企業等】
民間活力、企業や学校と連携したイベントの開催や広報活動
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入口
（４）

入口
（３）



医療など、関連する専門職が
再自立を意識している

指標

事業・施策 指標 アウトカム④ 指標 アウトカム③ 指標

再
自
立
が
可
能
な
方
に
確
実
に
機
会
が
提
供
さ
れ
、
自
立
し
た
暮
ら
し
を
取
り
戻
す
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
い
る

再自立が可能な方の
多くが、再自立を
目指したサービスの
提供を受けている

指標

再自立・重度化防止への
意識が包括・ケアマネに
浸透している

指標

リハビリ専門職による
同行アセスメント

指標

アセスメント時に
再自立の可能性を
適切に把握できる

指標

データにもとづくケアパス
（フロー）作成

指標

包括との成果連動型委託等の
検討？

指標

自立支援型地域ケア会議 指標

包括・ケアマネ向け研修 指標

本人や家族が、
再自立・重度化防止を
希望している

指標

リスクのある方を早期に
把握し、包括のアウト
リーチにつなげている

指標

市民向けの、制度理念や
リエイブルメントに関する周知

指標

悉皆調査及び悉皆調査を契
機としたアウトリーチ

指標

再自立に向けた
サービスが効果を発揮し、
終了後も利用者が自ら
健康を維持できている

指標

短期集中予防サービス
利用者が、終了時に自立し
た生活を取り戻せている

指標

リハ職向け研修・事例共有（デー
タに基づくフィードバックも）

指標

【再】自立支援型地域ケア会議 指標

短期集中予防サービス
事業所へのインセンティブ

指標

利用者が卒業後も自らの
健康維持に努めている

指標

通所Ｂの全域展開に向けた検
討

指標

利用者が卒業後も社会と
つながり、自分らしい
暮らしを楽しんでいる

指標

（C11再掲）社会参加

リハ職とSCとの連携 指標

【C16後掲】介護人材確保・負
担軽減（ケアマネ）

指標

短期集中サービスの実施 指標

（C12再掲）介護予防

Ｃ
13再自立を達成した市民への表

彰やインセンティブ？
指標

【C09再掲】高齢者に何かあった
ときに、地域の方が相談でき
る

指標

総合相談から再自立まで
の一連の流れがわかりや
すく標準化されている

指標

制度の全体像や市の考え方を
説明した市民・関係者向けガイ
ド？（介護保険・総合事業を統合）

指標

再自立から地域活動への流れ
づくり？

指標

【行政・地域包括支援センター他】
繰り返し介護予防、自立支援について普及啓発を行う

【医療機関他】
医師、歯科医師、産業医、薬局などの協力によりフレイル予防を進めていく

【地域他】
高齢者に情報が届くようお知らせ方法に配慮する。
高齢者がSNSやPCに馴染めるようサポートする。

【行政・リハビリ専門職】
プログラムそのものの改善や好事例の共有

【行政・ＳＣ・包括・地域・家族他】
卒業後の継続的な体力維持につながる場の整備

【リハビリ専門職・ＳＣ・包括他】
プログラム中からの仲間づくりや地域とのつながりづくり
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入口（１）

入口（５）

入口（２）

出口（1）

出口（3）

出口（2）



入
口
支
援
方
策(

案
）

（1）【行政・地域包括支援センター他】
繰り返し介護予防、自立支援について普及啓発を行う

（２）【地域他】
高齢者に情報が届くようお知らせ方法に配慮する。
高齢者がSNSやPCに馴染めるようサポートする。

（３）【地域・行政・企業他】
多世代交流、まち全体で健康づくりや介護予防に取組む機運づくり

（４）【企業他】
民間活力、企業や学校と連携したイベントの開催や広報活動

（５）【医療機関他】
医師、歯科医師、産業医、薬局などの協力によりフレイル予防を進めていく

C13「一貫性のある発信」
「市民向け周知」

C13「口コミ」「地域力」活用の視点

C12 行政側のプロモーション力向上課題
→関係者と連携した発信の視点検討

C13 「行政と医療等専門職との意識共有」を追加、
「医療等専門職から市民への発信につながる取組へ
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ｄ事
本人

情報

多様な

担い手

地域

仲間

出
口
支
援
方
策(

案
）

行動

変容

身体的

回復

心理的

変化

（１）【行政・リハビリ専門職】
プログラム中そのものの改善や好事例の共有

（５）【民間企業・地域団体・ＳＣ他】
やや体力が落ちている方でも社会参加しや
すい場を増やす

（２）【リハビリ専門職・ＳＣ・包括】
プログラム中からの仲間づくりや地域と
のつながりづくり

（３）【行政・ＳＣ・包括・
地域・家族他】
卒業後の継続的な体力維持
につながる場の整備

（４）【行政・民間企業・
地域団体・ＳＣ・包括他】
やや体力が落ちている方への
様々な支援

C13 リハビリ専門職へのフィードバック、
データに基づく評価、事例の蓄積、あらたな展開

C11 自分に合っ
たやり方で活動

C10 てくポ、民間企業の巻き込み
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次回以降の地域ケア推進会議に向けて
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